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東
日
本
大
震
災
　
被
害
と
復
興
支
援
の
報
告 

　 

ゲ
オ
ル
ギ
イ 

松
島
雄
一

　

三
月
十
一
日
、
十
四
時
四
十
六
分
、
東
北
地
方
・

関
東
地
方
を
文
字
通
り
「
未
曾
有
」
の
大
地
震
が
襲

い
、
そ
の
後
一
般
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
規
模

の
大
津
波
が
三
陸
海
岸
を
含
め
北
関
東
ま
で
の
太
平

洋
沿
岸
を
襲
い
ま
し
た
。
死
者
行
方
不
明
者
は
二
万

人
を
超
え
、
沿
岸
の
多
く
の
市
町
村
が
壊
滅
的
な
被

害
を
こ
う
む
り
ま
し
た
。
日
本
正
教
会
の
東
日
本
主

教
教
区
、
ま
た
東
京
大
主
教
教
区
で
は
多
く
の
教
会

が
被
災
し
ま
し
た
。
当
初
、
情
報
手
段
の
途
絶
、
交

通
網
の
寸
断
に
よ
っ
て
信
徒
の
安
否
確
認
が
終
わ
る

ま
で
に
三
週
間
も
の
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
管
轄
神
父
、
信
徒
の
方
々
の
懸
命
の
調
査
に

よ
っ
て
被
害
状
況
が
ほ
ぼ
判
明
い
た
し
ま
し
た
。

被
害
状
況

　

死
者
は
十
一
名
（
家
庭
内
未
授
洗
者
二
名
を
含

む
）、
家
屋
・
店
舗
の
全
壊
は
三
十
三
戸
、
半
壊
・

浸
水
は
五
十
戸
近
く
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
会
堂
・

聖
堂
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
山
田
教
会
は

津
波
後
の
町
全
体
を
な
め
尽
く
し
た
火
災
で
焼
失
、

佐
沼
教
会
は
建
物
が
傾
き
、
市
か
ら
危
険
建
造
物
に

指
定
さ
れ
、
解
体
は
余
儀
な
し
と
さ
れ
ま
す
。
金
成

教
会
で
は
余
震
の
被
害
も
重
な
り
、
大
幅
な
修
理
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
が
、
五
月
中
旬
修
理
工
事
を
着

工
し
七
月
二
五
日
に
工
事
を
終
え
ま
し
た
。
石
巻
教

会
は
幸
い
に
も
倒
壊
・
流
出
は
免
れ
ま
し
た
が
、
津

波
に
よ
り
聖
所
が
浸
水
し
、
仙
台
か
ら
信
徒
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
か
け
つ
け
、
が
れ
き
の
片
付
け
や
洗
浄

な
ど
復
旧
に
当
た
り
ま
し
た
。そ
の
他
、盛
、十
文
字
、

盛
岡
、
岩
谷
堂
、
高
清
水
、
上
下
堤
、
白
河
、
函
館

教
会
か
ら
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
東
京

大
主
教
教
区
内
、
北
関
東
の
圷
（
あ
く
つ
）、
馬
頭

の
両
会
堂
に
も
か
な
り
の
被
害
が
あ
り
ま
す
。
東
京

復
活
大
聖
堂
教
会
で
も
主
教
館
、
教
団
事
務
棟
、
聖

堂
に
ひ
び
割
れ
な
ど
の
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

義
援
活
動

　

こ
の
よ
う
な
被
害
に
対
し
、
教
団
で
は
い
ち
早

く
国
内
外
に
む
け
て
被
災
地
の
正
教
会
・
信
徒

の
た
め
の
義
援
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
七
月
九
日
の
全
国
公
会
で
の
報
告
に
よ
れ
ば
総
額

一
億
六
九
五
八
万
円
に
達
し
て
い
ま
す
（
現
在
も
継
続
募
金

中
）。
内
訳
は
国
内
の
信
徒
か
ら
は
三
九
八
二
万
円
、
海
外

か
ら
は
温
か
い
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に
、
ロ
シ
ア
正

教
会
モ
ス
ク
ワ
総
主
教
庁
、
国
際
正
教
慈
善
協
会
（IO

CC

）、

在
外
ロ
シ
ア
正
教
会
、
香
港
正
教
会
、
ア
メ
リ
カ
正
教
会

（O
CA

）
西
部
教
区
、
聖
エ
リ
ザ
ベ
タ
婦
人
会
等
か
ら
の

一
億
二
九
七
五
万
円
で
す
。
そ
の
内
、
ロ
シ
ア
正
教
会
モ
ス

ク
ワ
総
主
教
庁
か
ら
は
一
億
一
四
五
八
万
余
円
も
の
金
額
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
モ
ス
ク
ワ
総
主
教
庁
か
ら
の
義
援
金
に
つ
い
て
全
国

公
会
席
上
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
は
「
こ
の
金
額
は
す
べ
て
、

現
今
の
た
い
へ
ん
複
雑
な
日
露
外
交
関
係
の
中
で
、
キ
リ
ー

ル
総
主
教
聖
下
の
『
日
出
ず
る
国
の
全
て
の
信
徒
』
の
た
め

左から盛教会伊勢執事長、山田教会白土執事長、石巻教会
佐々木執事長
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の
愛
の
献
金
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
全
ロ
シ
ア

津
々
浦
々
の
草
の
根
の
信
徒
た
ち
が
寄
せ
て
く
れ
た

も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
特
に
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
害
状
況
が
判
明
す
る
に
つ
れ
て
、
た
だ
ち
に
義

援
金
の
支
給
も
始
ま
り
ま
し
た
。
永
眠
者
へ
の
弔
慰

金
・
被
災
者
へ
の
見
舞
金
と
し
て
、
東
日
本
主
教
区

で
は
す
で
に
二
六
五
五
万
円
（
七
六
件
）
が
贈
ら
れ
、

教
会
で
被
災
を
把
握
し
て
い
る
全
て
の
信
徒
に
弔
意

･

見
舞
金
の
お
渡
し
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
被
害
を
受
け
た
建
物
の
修
理
の
見
積
も
り
も

集
計
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
見
舞
金
な
ど

の
生
活
援
助
も
含
め
総
額
で
一
億
数
千
万
円
が
必
要

と
な
る
見
込
み
で
す
。

被
災
地
か
ら
の
声

　

被
災
地
を
何
度
も
訪
問
し
管
轄
下
の
被
災
信
徒
の

声
を
直
接
聞
い
て
い
る
マ
ル
コ
小
池
神
父
は
全
国
公

会
の
席
上
、「
こ
の
苦
境
の
中
で
、
経
済
的
な
被
害

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
た
ま
し
い
が
壊
れ
て
ゆ
く
人

が
幾
人
も
い
る
。
た
ま
し
い
の
救
い
こ
そ
が
、
教
会

の
第
一
の
大
切
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

皆
さ
ん
と
確
か
め
合
い
た
い
。
ま
た
ぜ
ひ
東
北
へ
観

光
に
来
て
く
だ
さ
い
。
東
北
の
産
物
を
買
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
述
べ
、ま
た
被
災
教
会
か
ら
は
山
田
教
会
、

盛
教
会
、
石
巻
教
会
の
各
執
事
長
が
立
ち
、
全
国
の

信
徒
へ
の
厚
い
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
宗
務

総
局
と
し
て
い
ち
は
や
く
被
災
地
を
訪
問
視
察
し
、

被
災
信
徒
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
立
た
さ
れ
て

い
る
の
か
、直
に
知
っ
て
欲
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
精
力
的
に
被
災
地
を
巡
回
し
、
親
し
く
信
徒

を
励
ま
さ
れ
て
い
る
セ
ラ
フ
ィ
ム
主
教
座
下
は
「
教

会
が
地
の
塩
、
世
の
光
で
あ
る
こ
と
を
今
こ
そ
示
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
、
五
月
一
日
に
は

盛
教
会
「
主
の
昇
天
聖
堂
」
に
会
堂
を
失
っ
た
山
田
教
会
信

徒
を
始
め
被
災
地
の
信
徒
が
集
ま
り
、「
歴
史
的
」
な
復
活

大
祭
を
力
強
く
盛
大
に
祝
う
こ
と
が
で
き
、
神
の
大
き
な
励

ま
し
を
分
か
ち
合
え
た
喜
び
を
ご
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
な
お

記
念
写
真
で
そ
れ
ぞ
れ
に
手
に
持
つ
の
は
、
一
日
も
早
い
原

発
事
故
と
そ
の
後
遺
症
が
終
熄
す
る
こ
と
へ
の
祈
り
を
表

す
、
放
射
性
物
質
を
吸
収
す
る
と
い
う
ひ
ま
わ
り
で
す
。

修復工事の完了した金成正教会聖使徒イオアン聖堂

修復工事中の盛岡正教会十字架挙栄聖堂
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西
日
本
主
教
教
区 

教
区
会
議
　

6
月
19
日
　（
大
阪
）
報
告 

司
祭 

パ
ウ
ェ
ル 

及
川 

信

　

六
月
一
九
日
（
日
）
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
ご
臨
席
の

も
と
、
西
日
本
主
教
教
区
「
教
区
会
議
」
が
大
阪
ハ
リ
ス

ト
ス
正
教
会
、
生
神
女
庇
護
聖
堂
・
信
徒
会
館
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

司
祭
会
議
・
教
区
理
事
会
（
一
七
日
・
一
八
日
）

　

教
区
会
議
開
催
に
向
け
て
、
一
七
日
（
金
）
午
後
二
時

～
七
時
ま
で
、
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
の
祝
福
を
得
て
、

司
祭
会
議
を
大
阪
正
教
会
信
徒
会
館
に
お
い
て
開
催
。
過

年
度
の
報
告
・
反
省
、
新
年
度
の
教
区
活
動
の
計
画
案
策

定
等
の
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
八
日
（
土
）、
午
後
一
時
か
ら
会
計
監
査
、
一
時
半

～
理
事
会
。
理
事
会
で
は
、
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
の
お

言
葉
、
過
年
度
と
新
年
度
の
業
務
報
告
・
計
画
（
及
川
）、

全
国
宣
教
企
画
委
員
会
（
水
口
師
）、
全
国
献
金
委
員
会

（
小
川
師
）、
東
日
本
大
震
災
被
災
教
会
復
興
計
画
（
小
野

師
）、
一
○
月
に
開
催
さ
れ
た
亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
列
聖

四
○
年
・
聖
自
治
四
○
年
記
念
祭
（
水
口
師
）、
来
春
二

月
聖
ニ
コ
ラ
イ
永
眠
百
年
祭
（
小
野
師
）
の
報
告
、
佐
藤

財
務
部
長
か
ら
決
算
報
告
・
予
算
案
の
説
明
が
あ
り
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
本
会
議
に
か
け
る
事
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。

　

晩
祷
は
午
後
五
時
か
ら
大
阪
生
神
女
庇
護
聖
堂
に
お
い

て
及
川
司
祭
と
松
田
光
剛
輔
祭
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

府
主
教
座
下
の
随
行
は
松
浦
清
博
長
輔
祭
、
高
橋
副
輔

祭
、
田
畑
神
学
生
。
誦
経
は
尾
又
副
輔
祭
（
神
戸
）
と
小

野
誦
経
者
（
京
都
）。
大
阪
正
教
会
の
信
徒
が
中
心
と

な
っ
て
聖
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

          

主
日
聖
体
礼
儀
と
教
区
会
議

　

一
九
日
（
日
）
主
日
聖
体
礼
儀
、
府
主
教
座
下
ご
司

祷
の
も
と
、
グ
リ
ゴ
リ
イ
小
川
公
長
司
祭
、
パ
ウ
ェ
ル

及
川
司
祭
、
イ
サ
イ
ヤ
酒
井
司
祭
、
イ
オ
ア
ン
小
野
司

祭
、
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
司
祭
、
ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
司
祭
が

陪
祷
。
説
教
は
酒
井
師
。

　

十
字
架
接
吻
時
に
府
主
教
座
下
は
、
古
い
ス
ラ
ブ
語

の
福
音
書
を
大
阪
教
会
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
一
時
半
か
ら
本
会
議
。
議
長
ダ
ニ
イ
ル
座
下
の

も
と
副
議
長
に
松
島
師
、
佐
藤
孝
雄
兄
、
書
記
に
水
口

師
、
松
田
輔
祭
が
選
任
さ
れ
、
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

理
事
会
か
ら
上
程
さ
れ
た
過
年
度
と
新
年
度
の
業
務

報
告
・
計
画
、
全
国
宣
教
企
画
委
・
献
金
委
、
東
日
本

大
震
災
被
災
教
会
復
興
計
画
、
来
春
二
月
の
聖
ニ
コ
ラ

イ
永
眠
百
年
祭
、
一
○
月
に
開
催
さ
れ
た
記
念
祭
の
報

告
。
ま
た
財
務
部
長
か
ら
決
算
報
告
・
予
算
案
の
説
明
、

宣
教
に
関
す
る
熱
心
な
討
議
の
あ
と
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
神
戸
教
会
が
新
た
に
隣

接
地
と
住
宅
を
取
得
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
の
理
事
会
と
教
区
会
議
の
中
で
は
、
ダ
ニ
イ

ル
府
主
教
座
下
が
特
に
、
東
日
本
大
震
災
発
生
時
か

ら
の
経
過
と
義
援
金
に
つ
い
て
詳
細
に
話
さ
れ
ま
し

た
。
西
日
本
は
じ
め
海
外
か
ら
も
現
時
点
で
、
総
額
約

一
億
六
千
万
も
の
多
額
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
語

ら
れ
、
各
教
会
か
ら
参
集
し
た
信
徒
理
事
・
代
議
員
一
同
に

御
礼
の
言
葉
を
述
べ
る
と
共
に
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
へ

の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ
長
い
が
、
西
日
本
は
じ
め
全
国
の
聖

職
者
・
信
徒
が
一
体
と
な
っ
て
、
被
災
教
会
・
信
徒
等
を
後

援
し
て
い
こ
う
と
ダ
ニ
イ
ル
座
下
は
熱
く
語
り
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

ち
な
み
に
第
二
期
の
義
援
金
募
集
は
八
月
末
ま
で
。

　

人
事
関
連
で
は
、
で
き
れ
ば
神
戸
に
伝
教
者
一
名
を
派
遣

し
た
い
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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新
年
度
教
区
活
動
と
懇
親
会

　

本
年
も
教
区
で
は
活
発
な
活
動
を
展
開
す
る
計
画
で

す
。

　

来
春
二
月
東
京
で
開
催
さ
れ
る
亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
永

眠
百
年
祭
と
行
事
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
、
前
倒
し
で
秋

季
セ
ミ
ナ
ー
を
、
一
○
月
一
○
日
（
月
・
祝
）
大
阪
正
教

会
で
開
催
、
講
師
に
長
縄
光
男
先
生
（
横
浜
国
大
名
誉
教

授
）
を
予
定
。
神
品
講
師
は
及
川
。
亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ

渡
来
一
五
○
年
を
記
念
し
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
宣
教
・
牧
会

を
支
え
た
人
々
に
つ
い
て
の
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

教
区
学
び
の
会
は
、
京
都
・
東
海
地
区
・
福
岡
で
開
催

予
定
、
日
時
・
テ
ー
マ
は
後
日
。

　

出
版
物
で
は
、
西
日
本
正
教
は
八
月
末
、『
正
教
要
理
』

を
秋
に
刊
行
の
予
定
で
す
。

　

ま
た
東
京
復
活
大
聖
堂
で
は
、
西
日
本
が
発
行
し
た
カ

ラ
ー
啓
蒙
誌
『
亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
歩
み
』
が
好
評
で
、

す
で
に
改
訂
三
版
、
七
千
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
こ
の
冊
子
の
ロ
シ
ア
語
版
が
六
月
に
刊
行
さ
れ
、
ま

た
英
語
版
も
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
西
日
本
の
皆
様
の

努
力
が
こ
う
し
た
形
で
豊
か
に
実
り
、
宣
教
の
輪
を
広
げ

て
い
る
こ
と
を
喜
び
、
な
お
い
っ
そ
う
の
宣
教
活
動
の
活

発
化
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
一
方
で
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
支
え
る
宣

教
献
金
が
不
足
し
て
お
り
、
教
区
と
し
て
は
、
広
く
宣
教

献
金
を
募
集
（
一
一
月
）
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆

様
に
は
御
理
解
・
御
協
力
の
ほ
ど
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

教
区
役
員
（
任
期
三
年
）・
会
計
監
査
（
任
期
一
年
、

各
役
員
名
は
別
途
記
載
）、
七
月
の
全
国
公
会
神
品
・
信

徒
代
議
員
が
選
任
さ
れ
、
夕
四
時
頃
会
議
終
了
。

　

記
念
写
真
後
、
信
徒
会
館
で
の
夕
食
懇
談
・
慰
労
会

が
な
ご
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
阪
婦
人
会
の
皆
様

の
心
の
こ
も
っ
た
食
事
を
堪
能
、
広
大
な
西
日
本
各
地

か
ら
参
集
し
た
信
徒
の
談
笑
の
う
ち
に
、
会
議
の
全
日

程
を
無
事
終
了
。

　

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　

教
区
新
役
員
紹
介
　
御
協
力
へ
の
お
願
い

         

　

わ
た
し
た
ち
は
主
な
る
神
の
導
き
に
従
い
、
そ
の
御

心
に
か
な
う
よ
う
な
教
区
の
運
営
に
専
念
す
べ
く
、
謙

虚
・
誠
実
に
一
体
と
な
っ
て
、
牧
会
・
宣
教
に
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

し
っ
か
り
と
未
来
を
見
す
え
、
夢
と
理
想
、
そ
こ
へ

到
る
具
体
的
な
手
だ
て
を
構
想
・
創
育
し
つ
つ
、
皆
様

と
い
っ
し
ょ
に
一
歩
一
歩
あ
ゆ
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

六
月
一
九
日
（
日
）
教
区
会
議
に
於
い
て
、
ダ
ニ
イ

ル
府
主
教
座
下
に
祝
福
さ
れ
、就
任
し
た
教
区
役
員（
任

期
三
年
）、
会
計
監
事
（
任
期
一
年
）
は
次
の
通
り
で

す
（
敬
称
略
）。

宗
務
局
長　

司
祭 

パ
ウ
ェ
ル 

及
川
信
（
京
都
・
九
州
）

庶
務
部
長　

司
祭 

ダ
ヴ
ィ
ド 

水
口
優
明
（
大
阪
）

教
務
部
長　

司
祭 

ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
雄
一
（
名
古
屋
）

財
務
部
長　

ミ
ハ
イ
ル　
　

佐
藤
孝
雄
（
京
都
）

会
計
監
事　

ア
ル
セ
ニ
イ　

三
井
治
郎
（
豊
橋
）

　

 

同　
　

  

ダ
ニ
イ
ル　
　

 

萱
野
重
義
（
大
阪
）
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全
国
公
会
　

7
月
9
・
10
日
　（
東
京
）　
　
　
　
　
報
告 

司
祭 

イ
オ
ア
ン 

小
野
貞
治

　         
　

去
る
七
月
九
・
十
日
（
土
・
日
）、
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座

下
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
主
教
座
下
臨
席
の
下
、
日
本
ハ
リ
ス
ト

ス
正
教
会
教
団
「
通
常
全
国
公
会
」
が
東
京
復
活
大
聖
堂

を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
府
主
教
座
下
開
会
訓
示

　

ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
は
、
ロ
シ
ア
の
修
道
院
発
行
書

籍
か
ら
引
用
・
翻
訳
さ
れ
た
資
料
「
エ
ッ
セ
イ　

死
を
憶

う
」
を
配
布
の
上
、
開
会
訓
示
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
方
が
生
命
を
失
っ
た
。

共
に
『
死
』
に
つ
い
て
考
え
、
永
眠
さ
れ
た
方
々
の
霊
の

永
遠
の
安
息
を
祈
り
た
い
。
…
…
創
世
記
冒
頭
に
流
れ
る

死
の
概
念
に
は
二
重
性
が
あ
る
。
食
べ
る
と
死
ぬ
と
さ
れ

た
知
識
の
木
の
実
を
食
べ
て
も
人
は
直
ぐ
に
死
な
な
か
っ

た
が
、神
が
創
造
さ
れ
た
生
命
に
こ
こ
で『
死
』は
入
っ
た
。

ハ
リ
ス
ト
ス
の
復
活
に
よ
っ
て
死
は
滅
ぼ
さ
れ
、
死
は

全
て
の
終
り
で
は
な
く
な
っ
た
。
信
者
は
領
聖
に
よ
っ

て
『
不
死
の
泉
』
を
迎
え
入
れ
、
太
初
に
与
え
ら
れ
た

神
の
生
命
を
取
り
戻
す
。
日
没
は
人
に
自
ら
の
無
力
さ

を
痛
感
さ
せ
る
が
、
日
は
必
ず
昇
る
。
…
…
教
会
は
祈

る
場
。
生
け
る
人
、
死
せ
る
人
、
全
て
の
人
々
の
た
め

に
永
遠
に
祈
り
続
け
る
（
以
上
、
大
意
）」。

　「
亜
使
徒
・
聖
ニ
コ
ラ
イ
永
眠
百
年
祭
」
企
画

　
「
渡
来
百
五
十
周
年
記
念
祭
」
は
、
二
〇
一
一
年
七

月
に
函
館
に
て
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
、
東
日
本
大
震
災
発
生
に
伴
い
中
止
と
し
ま
し
た
。

　
「
永
眠
百
年
祭
」
は
、
二
〇
一
二
年
二
月
十
八
・
十
九

日(
土
・
日)

に
、
キ
リ
ル
総
主
教
聖
下
を
は
じ
め
と

し
た
ロ
シ
ア
正
教
会
代
表
団
を
招
聘
し
て
東
京
復
活
大

聖
堂
教
会
を
主
会
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
、

十
一
月
に
各
教
会
宛
通
知
の
予
定
で
す
。
聖
堂
で
の
祈

祷
も
申
込
み
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
下
さ

い
。

永
眠
百
年
祭
の
あ
ら
ま
し  

　

二
月
十
八
日
（
土
）

　
　

・
谷
中
霊
園
聖
ニ
コ
ラ
イ
墓
前
感
謝
祈
祷

　
　

・
前
晩
祷

　

二
月
十
九
日
（
日
）

　
　

・
聖
体
礼
儀
（
総
主
教
聖
下
司
祷
予
定
）

　
　

・
午
餐
会
（
会
場
…
都
内
ホ
テ
ル
。
会
費
制
）
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セ
ラ
フ
ィ
ム
主
教
座
下
メ
ッ
セｰ

ジ
・
閉
会
訓
示

　

セ
ラ
フ
ィ
ム
主
教
座
下
は
、
次
の
よ
う
に
閉
会
訓
示
を

述
べ
公
会
本
会
議
を
結
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
は
大
き
な
試
練
だ
が
、
教
会
は
地
域

に
あ
っ
て
地
の
塩
、
世
の
光
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

…
…
関
東
大
震
災
後
の
東
京
復
活
大
聖
堂
修
復
成
聖
式
に

際
し
、高
ら
か
に
歌
い
挙
げ
ら
れ
た
復
活
の
ト
ロ
パ
リ
は
、

聖
堂
の
修
復
の
み
な
ら
ず
日
本
正
教
会
の
復
活
を
象
徴
す

る
も
の
だ
っ
た
。
我
々
も
教
会
建
物
の
修
復
復
旧
に
取
り

組
む
時
、
ハ
リ
ス
ト
ス
に
あ
る
『
教
会
生
活
』
を
取
り
戻

す
こ
と
が
中
心
目
的
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

（
以
上
、
大
意
）」。

　

復
活
大
聖
堂
で
聖
人
の
小
感
謝
祷
を
献
じ
、
本
年
度
の

公
会
を
結
び
ま
し
た
。（
東
日
本
大
震
災
関
連
事
項
に
つ

い
て
は
、
本
誌
２
・
３
ペ
ー
ジ
を
参
照
下
さ
い
。）

教
役
者
人
事 

新
　
任

・
ル
カ
田
畑
隆
平
副
輔
祭
（
33
歳
）
神
学
校
七
月
卒
業
、

神
戸
正
教
会
付
伝
教
者
（
大
阪
お
よ
び
京
都
教
会
庶
務

補
佐
を
含
む
）。

・
ク
リ
メ
ン
ト
北
原
史
門
副
輔
祭
（
30
歳
）
神
学
校
七

月
卒
業
、
東
京
復
活
大
聖
堂
教
会
付
伝
教
者
（
教
団
お

よ
び
東
京
教
区
庶
務
補
佐
、
北
関
東
地
域
奉
事
含
む
）。

転
　
任

・
司
祭
パ
ウ
ェ
ル
及
川
信
師
（
51
歳
） 

京
都
正
教
会
管
轄

司
祭
、
九
州
各
教
会
（
人
吉
、
鹿
児
島
、
熊
本
、
福
岡
）

兼
務
。京

都
へ
の
転
居
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
頃
の
見
込
み
。

公
会
発
表
人
事
異
動
は
八
月
中
完
了
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
管
轄
区
域
内
の
居
住
地
変
更
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
京
都
教
会
代
表
役
員
の

変
更
は
、
八
月
中
に
行
い
ま
す
。

兼
務
教
会
（
臨
時
管
轄
区
域
）
の
変
更

・
司
祭
イ
オ
ア
ン
小
野
貞
治
（
49
歳
） 

京
都
正
教
会
兼
務

の
任
を
解
く
。

及
川
師
京
都
転
居
ま
で
、
同
師
の
指
示
の
も
と
適
宜
京

都
教
会
奉
事
を
補
助
し
ま
す
。

・
司
祭
グ
リ
ゴ
リ
イ
水
野
宏
師
（
48
歳
） 
横
浜
正
教
会
管

轄
、
手
賀
兼
務
と
し
、
東
京
復
活
大
聖
堂
補
助
司
祭
の

任
を
解
く
。（
公
会
後
、
発
令
人
事
）

役
職
交
代

・
諸
規
則
検
討
委
員
会
委
員
長

 

長
司
祭
ロ
マ
ン
大
川
満
師
（
70
歳
）
か
ら
、司
祭
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ン
桝
田
尚
師
（
50
歳
）
に
交
代
。
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十
字
架
挙
栄
祭
（
九
月
二
七
日
）
に
は
イ
オ
ア
ン
福
音

書
か
ら
、
ハ
リ
ス
ト
ス
が
十
字
架
に
は
り
つ
け
に
さ
れ
、

や
が
て
息
を
引
き
取
っ
て
ゆ
く
さ
ま
が
読
ま
れ
ま
す
。
私

た
ち
は
、
私
た
ち
の
罪
の
赦
し
の
た
め
、
私
た
ち
に
い
の

ち
を
与
え
る
た
め
、
私
た
ち
に
よ
み
が
え
り
へ
の
道
を
開

く
た
め
に
、
ハ
リ
ス
ト
ス
が
、（
私
た
ち
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）、
十
字
架
で
苦
し
み
を
受
け
た
こ
と
を
記
憶
し
ま
す
。

十
字
架
は
花
で
美
し
く
飾
ら
れ
、
私
た
ち
は
感
謝
と
喜
び

の
礼
拝
を
献
げ
ま
す
。

　

ま
た
十
字
架
挙
栄
祭
後
の
最
初
の
主
日
の
福
音
の
テ
ー

マ
も
十
字
架
で
す
。し
か
し
今
度
は
自
分
の
十
字
架
で
す
。

ハ
リ
ス
ト
ス
の
十
字
架
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
私
た

ち
の
真
の
い
の
ち
へ
の
よ
み
が
え
り
へ
の
道
が
、
私
た
ち

の
う
ち
に
、
私
た
ち
の
日
々
の
生
活
の
う
ち
に
、
私
た
ち

の
人
生
に
ど
の
よ
う
に
目
に
見
え
る
も
の
と
さ
れ
て
い
く

の
か
、
す
な
わ
ち
ハ
リ
ス
ト
ス
の
十
字
架
の
愛
に
、
私
た

ち
の
側
が
自
分
の
十
字
架
を
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
応
え
て

ゆ
く
べ
き
か
が
、
教
え
ら
れ
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
に
で
し
ょ
う
か
…
。
十
字
架
を
胸
に
架
け
、

十
字
架
の
ハ
リ
ス
ト
ス
を
思
い
起
こ
し
、
い
つ
も
恭
し
く

十
字
を
切
っ
て
い
れ
ば
、
幸
運
が
舞
い
込
む
の
で
し
ょ
う

か
。
健
康
で
つ
つ
が
な
い
生
活
が
保
障
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
恋
が
成
就
し
、
め
で
た
く
結
婚
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。「
し
あ
わ
せ
」
に
な
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
…
。

　

そ
う
考
え
て
い
る
な
ら
、
そ
の
福
音
は
私
た
ち
を
は
り

倒
し
ま
す
。
ハ
リ
ス
ト
ス
ご
自
身
の
お
言
葉
で
す
。

　
「
だ
れ
で
も
わ
た
し
に
つ
い
て
き
た
い
と
思
う
な
ら
、

自
分
を
捨
て
、自
分
の
十
字
架
を
負
う
て
、わ
た
し
に
従
っ

て
き
な
さ
い
」。

　
「
だ
れ
で
も
わ
た
し
に
つ
い
て
き
た
い
と
思
う
な
ら

…
」。
ハ
リ
ス
ト
ス
に
み
ち
び
か
れ
て
よ
み
が
え
り
の
い

の
ち
へ
の
道
を
歩
ん
で
ゆ
き
た
い
な
ら
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
な
ら
ば
…
、

「
自
分
を
捨
て
」
な
さ
い
。
こ
れ
を
自
分
の
中
の
不
潔
な

欲
望
や
、
や
っ
か
い
な
情
念
を
捨
て
て
…
、
と
理
解
す
る

だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
自
己
中
心
的
な
生
き
方
を
捨
て

て
…
、
で
も
ま
だ
、
こ
の
お
命
じ
の
、
い
さ
さ
か
の
曖
昧

さ
も
な
い
刃
の
よ
う
な
鋭
さ
を
伝
え
き
れ
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
を
止
め
な
さ
い
、
そ
う

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
で
す
。
ハ
リ
ス
ト
ス
は「
い
の
ち
」

に
至
り
た
い
な
ら
、
自
分
に
対
し
て
死
に
な
さ
い
、
そ
し

て
「
自
分
の
十
字
架
を
背
負
っ
て
、
わ
た
し
に
つ
い
て
き

な
さ
い
」
…
、十
字
架
に
自
ら
を
献
げ
た
ご
自
身
と
共
に
、

神
に
自
ら
を
献
げ
き
る
生
き
方
、
自
分
を
自
分
の
も
の
で

は
な
く
神
の
も
の
と
し
て
生
き
る
生
き
方
を
歩
み
始
め
な

さ
い
、
そ
う
命
じ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
自
己
実
現
」
を
人
生
の
目
的
と
し
、
自
分
の
思
い
や

感
情
、
自
分
の
願
い
や
夢
に
忠
実
に
生
き
る
こ
と
を
、「
人

間
的
」
と
し
て
も
て
は
や
す
文
化
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
て

い
る
私
た
ち
に
は
、
こ
の
イ
イ
ス
ス
の
言
葉
は
実
に
非
人

間
的
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
事
実
、
キ
リ
ス
ト
教
は
こ
の
よ

う
な
言
葉
を
振
り
か
ざ
し
て
人
間
性
を
抑
圧
し
て
き
た
、

踏
み
に
じ
っ
て
き
た
の
だ
、
キ
リ
ス
ト
教
は
マ
ゾ
ヒ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
「
奴
隷
の
宗
教
」
だ
と
、
多
く
の
思
想
家
や

哲
学
者
が
勝
ち
誇
っ
た
よ
う
に
あ
ざ
け
っ
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
、
聖
使
徒
パ
ウ
ェ
ル
が
い
う
よ
う
に
「
十
字
架
の
こ

と
ば
は
、
滅
び
ゆ
く
者
に
は
愚
か
」
な
も
の
で
す
。
こ
の

世
の
人
々
の
「
賢
さ
」
か
ら
は
、
私
た
ち
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

の
十
字
架
を
背
負
う
生
き
方
は
愚
か
な
世
迷
い
ご
と
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
ハ
リ
ス
ト
ス
は
、
そ
の
よ
う
な
あ
ざ
け
り
を
予

想
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
あ
な
た
が
も
し
滅
び
た
く
な

い
な
ら
、
大
好
き
な
「
自
分
」
を
失
い
た
く
な
い
な
ら
、

「
自
分
を
捨
て
」「
自
分
の
十
字
架
を
背
負
う
」
ほ
か
道
は

な
い
と
、
き
っ
ぱ
り
断
言
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
己
実
現

し
た
い
な
ら
自
己
実
現
を
求
め
る
な
、と
い
う
逆
説
で
す
。

福
音
は
こ
う
続
き
ま
す
。

　
「
自
分
の
命
を
救
お
う
と
思
う
者
は
そ
れ
を
失
い
、
わ

た
し
の
た
め
、
ま
た
福
音
の
た
め
に
、
自
分
の
命
を
失
う

者
は
、
そ
れ
を
救
う
だ
ろ
う
。
人
が
全
世
界
を
も
う
け
て

も
、
自
分
の
命
を
損
し
た
ら
、
何
の
得
に
な
ろ
う
か
」。

　

ハ
リ
ス
ト
ス
は
と
う
と
う
「
損
だ
」
の
「
得
だ
」
の
と

ま
で
言
っ
て
、
私
た
ち
を
十
字
架
の
逆
説
へ
と
呼
び
か
け

ま
す
。
か
た
く
な
な
私
た
ち
へ
の
、「
わ
か
っ
て
も
ら
い

た
い
」「
救
い
出
し
て
や
り
た
い
」
と
い
う
愛
が
、
平
俗

に
流
れ
る
こ
と
も
厭
わ
ず
「
わ
か
る
こ
と
ば
」
を
選
ん
だ

の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
呼
び
か
け
が
ほ
ん
と
う
に
私
た
ち
の

十
字
架
の
福
音
　
　
　
　
　
　
　
　
司
祭　

ゲ
オ
ル
ギ
イ　

松
島
雄
一



9

　

「
得
」の
た
め
で
あ
る
こ
と
の
保
証
が
ど
こ
に
あ
る
で
し
ょ

う
。

　

教
会
で
す
。
傷
だ
ら
け
で
血
ま
み
れ
の
十
字
架
の
ハ
リ

ス
ト
ス
が
、そ
れ
で
も
神
の
光
栄
を
秘
め
て
い
た
よ
う
に
、

私
た
ち
の
人
間
的
な
弱
さ
で
無
惨
に
汚
さ
れ
て
い
て
も
、

な
お
依
然
と
し
て
「
ハ
リ
ス
ト
ス
の
か
ら
だ
」、「
聖
徒
の

　

正
教
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
が
違
う
と
い
う
こ
と
は

知
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
は
実
際
何

が
ど
う
違
う
の
か
と
聞
か
れ
た
ら
皆
さ
ん
ど
れ
だ

け
答
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
し
た
疑
問
に
分
か
り
や
す
く
答
え
て
く
れ

る
の
が
、
及
川
信
神
父
著
「
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
と

カ
ト
リ
ッ
ク
」で
す
。
十
字
架
の
表
徴(

し
る
し)

か
ら
フ
ィ
リ
オ
ク
エ
問
題
な
ど
教
義
が
ど
の
よ
う

に
違
う
の
か
が
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
お

り
、
正
教
会
を
知
る
意
味
か
ら
も
是
非
読
ん
で
頂

き
た
い
一
冊
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
１
３
０
０
円+

税
）

　

一
般
書
店
で
も
手
に
入
り
ま
す
が
、
管
轄
司
祭

に
ご
相
談
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
司
祭
イ
サ
イ
ヤ
酒
井
記
）

新
刊
書
紹
介

交
わ
り
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
続
け
て
い
る
教
会
で
す
。
そ

の
教
会
を
目
に
見
え
る
も
の
と
し
て
こ
の
世
に
示
す
聖
体

礼
儀
で
す
。

　

そ
こ
に
は
ハ
リ
ス
ト
ス
の
た
め
、
福
音
を
生
き
る
た
め

に
、
自
分
を
捨
て
、
自
分
の
十
字
架
を
背
負
っ
た
聖
人
た

ち
が
無
数
に
集
っ
て
い
ま
す
。
聖
人
た
ち
ば
か
り
で
は
な

く
弱
く
罪
深
い
私
た
ち
、
自
ら
の
手

柄
で
な
く
神
の
無
償
の
恵
み
に
よ
っ

て
「
聖
徒
」
と
さ
れ
た
私
た
ち
信
徒

も
、
希
望
を
捨
て
ず
、
何
度
倒
れ
て

も
そ
の
つ
ど
主
に
手
を
さ
し
の
べ
、

主
ハ
リ
ス
ト
ス
に
引
き
起
こ
さ
れ
、

そ
こ
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
、
聖
人
た

ち
と
と
も
に
「
心
を
一
つ
に
し
、
口

を
一
つ
に
し
て
」
礼
拝
の
声
を
上
げ

て
い
ま
す
。
迫
害
の
時
代
、
進
ん
で

殉
教
の
死
を
受
け
入
れ
た
致
命
者
た

ち
、
生
涯
を
祈
り
と
斎
の
生
活
に
捧

げ
た
克
肖
者
た
ち
、
貧
し
い
者
、
弱

い
者
の
た
め
に
生
涯
を
捧
げ
た
廉
施

者
た
ち
…
、
そ
し
て
今
も
、
人
生
の

試
練
を
、
そ
の
苦
し
み
を
神
さ
ま
に

与
え
ら
れ
た
課
題
と
し
て
進
ん
で
引

き
受
け
る
こ
と
で
、
致
命
者
た
ち
に

続
こ
う
と
す
る
全
世
界
の
信
仰
の
仲

間
た
ち
、
彼
ら
の
、
そ
し
て
私
た
ち

の
「
喜
び
」
が
…
、
自
分
を
捨
て
十

字
架
を
負
っ
て
主
に
従
う
こ
と
こ
そ

が
ま
こ
と
の
「
得
」
で
あ
る
こ
と
を
、

保
証
し
て
い
る
の
で
す
。
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正教会礼拝音楽国際協会

　

六
月
六
日
か
ら
一
週
間
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
東
部
の
ヨ

エ
ン
ス
ー
市
で
開
か
れ
た
正
教
会
聖
歌
の
国
際
学
会
に

出
席
し
ま
し
た
。ISO

CM
 

（
正
教
会
礼
拝
音
楽
国
際
協

会
）
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
正
教
会
、

東
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
学
、
ヨ
エ
ン
ス
ー
市
な
ど
が
全
面

的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
学
会
に
つ
い

て
は
、
二
〇
〇
五
年
の
発
足
当
初
か
ら
関
心
を
持
っ
て

い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
参
加
の
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
回
、
過
去
の
学
会
の
紀
要
に
つ
い
て
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
事
務
局
の
マ
リ
ア
・
タ
カ
ラ
さ
ん

か
ら
親
切
な
ご
案
内
を
頂
き
、参
加
を
決
意
し
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
正
教
徒
な
こ
と
も
あ
り
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
正
教
会
の
協
力
も
あ
っ
て
、
終
始
暖
か
い
雰

囲
気
の
学
会
で
し
た
。
多
く
の
国
の
人
々
と
交
流
し
、

と
も
に
祈
り
、
と
も
に
歌
っ
た
一
週
間
で
し
た
。

ISO
CM

（
正
教
会
礼
拝
音
楽
国
際
協
会
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
回
国
際
学
会
に
つ
い
て

　

ISO
CM

は
、
正
教
会
内
外
の
礼
拝
音
楽
の
研
究
者
、

作
曲
家
、
聖
歌
者
、
学
生
な
ど
が
経
験
や
楽
譜
資
料
を

分
か
ち
合
い
、
ま
た
世
界
各
地
で
開
か
れ
る
学
会
の
情

報
提
供
な
ど
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
学
会
は

二
〇
〇
五
年
か
ら
隔
年
で
開
催
さ
れ
、今
回
は
第
四
回
、

ギ
リ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、

セ
ル
ビ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
二
〇
カ
国
か
ら
の
五
〇
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
総
合
テ
ー
マ
は
「
正
教
会
聖
歌
に
お
け
る

一
致
と
多
様
性
、
そ
の
理
論
と
実
践
」
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

側
面
か
ら
正
教
の
一
致
と
多
様
性
が
検
証
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
や
ロ
シ
ア
の
古
写
本
の
発
掘
調

査
に
よ
る
資
料
の
紹
介
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
ア
ン
テ
ィ

フ
ォ
ン
唱
法
に
お
け
る
即
興
性
、
カ
ル
パ
テ
ィ
ア
の
会
衆

唱
に
つ
い
て
、
ア
ト
ス
の
修
道
院
聖
歌
、
至
聖
三
者
修
道

院
の
聖
歌
の
伝
統
―
―
掌
院
マ
ト
フ
ェ
イ
（
モ
ル
ミ
ル
）

の
功
績
、
古
儀
式
派
の
聖
歌
、
一
八
世
紀
の
ビ
ザ
ン
テ
ィ

ン
の
記
譜
法
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
東
方
典
礼

研
究
所
の
礼
拝
、
セ
ル
ビ
ア
正
教
会
聖
歌
の
分
析
、
グ
ル

ジ
ア
聖
歌
の
諸
伝
統
に
つ
い
て
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
し
た
。

　

多
く
は
大
学
の
研
究
者
、
学
生
、
博
物
館
の
学
芸
員
な

ど
に
よ
る
学
術
的
な
研
究
発
表
で
す
が
、聖
歌
の
作
曲
家
、

聖
歌
者
現
場
サ
イ
ド
か
ら
の
実
践
面
で
の
紹
介
も
あ
り
ま

し
た
。
ギ
リ
シ
ア
の
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
聖
歌
と
グ
ル
ジ
ア
正

教
会
の
聖
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
特
別
講
習
と
し
て
グ
ル
ジ

ア
聖
歌
の
体
験
講
座
が
あ
り
、
独
特
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
三

部
合
唱
を
楽
し
み
ま
し
た
。

一
致
と
多
様
性

　

一
日
の
終
わ
り
に
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
正
教
会
、
ヨ
エ
ン

ス
ー
市
、
カ
レ
リ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
主
催
の
パ
ー

テ
ィ
が
あ
り
ま
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
大
半
は
ル
ー

テ
ル
派
で
す
が
、
正
教
も
そ
れ
に
つ
ぐ
国
教
と
し
て
国
の

保
護
を
受
け
て
お
り
、街
ぐ
る
み
の
応
援
が
あ
り
ま
し
た
。

音
楽
家
の
集
ま
り
だ
け
あ
っ
て
次
々
と
聖
歌
や
民
謡
が
歌

わ
れ
ま
し
た
。
ヨ
エ
ン
ス
ー
市
庁
舎
で
の
パ
ー
テ
ィ
で

は
、
学
会
会
長
の
イ
ワ
ン
神
父
が
立
ち
上
が
り
「
私
た
ち

正
教
会
で
は
、
一
年
で
最
も
喜
ば
し
い
季
節
、
復
活
祭
期

が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
復
活
祭
の
喜
び
、
主
イ
イ
ス

ス
が
死
ん
で
復
活
し
、
死
を
も
っ
て
死
を
滅
ぼ
し
た
こ
と

は
、
各
国
の
こ
と
ば
、
各
国
の
音
楽
で
歌
わ
れ
ま
す
」
と

紹
介
し
、
ギ
リ
シ
ア
の
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
・
チ
ャ
ン
ト
か
ら

始
ま
っ
て
グ
ル
ジ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
の
旧
儀
式
派
の

伝
統
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
セ
ル
ビ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ア

メ
リ
カ
・
・
・
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
と
地
域
か
ら
の
参
加
者

が
、
自
ら
の
伝
統
の
パ
ス
ハ
の
ト
ロ
パ
リ
を
歌
い
、
知
っ

て
い
る
も
の
は
互
い
に
唱
和
し
ま
し
た
。
私
も
日
本
語
で

歌
い
ま
し
た
。
言
語
や
音
楽
は
違
っ
て
も
、
同
じ
信
仰
を

持
つ
仲
間
、
同
じ
復
活
の
喜
び
を
体
験
し
、
大
き
な
一
つ

の
教
会
の
中
で
と
も
に
歌
っ
て
い
る
い
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
　
国
際
聖
歌
学
会
に
参
加
し
て
　
　
　
マ
リ
ア 

松
島
純
子

ISOCM（正教会礼拝音楽国際協会）のホームページ　http://www.isocm.com/

ヨエンスーを流れるピエリスの河畔
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フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
聖
歌

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
大
半
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

ル
ー
テ
ル
派
で
、
正
教
は
六
万
人
、
一
％
ほ
ど
で
す
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
キ
リ
ス
ト
教
は
、
一
二
世
紀
頃
、

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
と
正
教
の
両
方
が
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
と
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
国
か
ら
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
政
治

的
に
は
、
常
に
強
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ロ
シ
ア
の
狭
間

に
あ
り
、
た
え
ず
国
境
が
揺
れ
動
い
て
お
り
、
本
格
的

な
正
教
の
伝
道
が
行
わ
れ
た
の
は
一
八
世
紀
、
東
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
カ
レ
リ
ヤ
地
方
が
ロ
シ
ア
領
に
な
っ
て
か

ら
の
こ
と
で
、
学
会
が
行
わ
れ
た
ヨ
エ
ン
ス
ー
も
ロ
シ

ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
一
世
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
街
で
す
。

ヨ
エ
ン
ス
ー
教
区
の
聖
堂
、
奇
蹟
者
聖
ニ
コ
ラ
イ
教
会

は
日
本
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
や
北
ロ
シ
ア
の
伝
統
を
受

け
継
い
で
い
る
木
造
教
会
で
す
。
金
と
白
を
基
調
に
し

た
イ
コ
ノ
ス
タ
ス
、
ア
ナ
ロ
イ
覆
い
な
ど
、
内
装
は
日
本

で
も
よ
く
見
ら
れ
る
一
九
世
紀
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
様
式
で

し
た
。
聖
歌
も
同
様
で
、
い
わ
ゆ
る
宮
廷
チ
ャ
ン
ト
（
バ

フ
メ
テ
フ
の
オ
ビ
ホ
ー
ド
）
が
基
調
で
、
日
本
と
よ
く
似

た
メ
ロ
デ
ィ
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
北
欧
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
も
と
も
と
優
れ
た
合

唱
の
伝
統
が
あ
り
、
ロ
シ
ア
の
も
の
と
は
ひ
と
味
違
っ
た

柔
ら
か
く
深
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
合
唱
聖
歌
も
歌
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
正
教
会
は
ロ
シ
ア
革
命
後
、
ロ
シ
ア
教

会
か
ら
自
治
独
立
し
、
一
九
二
三
年
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
庁
に
所
属
し
て
い
ま
す
。革
命
後
、

ワ
ラ
ー
ム
修
道
院
が
閉
鎖
さ
れ
て
か
ら
は
多
く
の
修
道
士

が
亡
命
し
、
ニ
ュ
ー
ワ
ラ
ー
ム
修
道
院
を
建
て
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
正
教
の
霊
的
中
心
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
コ
ン
画
家
、
ペ
ト
ル
佐
々
木

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
多
く
の
人
か
ら
「
ペ
ト
ル
佐
々
木

を
知
っ
て
い
る
か
」と
訊
ね
ら
れ
ま
し
た
。ペ
ト
ル
佐
々

木
は
秋
田
大
館
出
身
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
イ
コ
ン
の

父
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
一
九
九
九
年
ガ
ン
の
た
め
に
永

眠
し
ま
し
た
が
、
そ
の
謙
虚
な
人
柄
に
よ
っ
て
今
も
敬

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
本
格
的
な
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
・

イ
コ
ン
を
導
入
し
、多
く
の
修
道
院
や
教
会
の
イ
コ
ン
、

フ
レ
ス
コ
を
手
が
け
、
多
く
の
弟
子
を
育
て
ま
し
た
。

ペ
ト
ル
佐
々
木
に
つ
い
て
は
項
を
改
め
て
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

写真１．聖ニコライ教会（ヨエンスー）
写真２．聖ニコライ教会内部
写真３．学会、東フィンランド大学聖歌隊
写真４．ペトル佐々木のイコン、リントゥラン修道院

1

2

3

4

ヨエンスーを流れるピエリスの河畔



12

九
州　

人
吉
生
神
女
庇
護
聖
堂

　

聖
障
（
イ
コ
ノ
ス
タ
ス
）
整
備
す
す
む

　

本
年
一
月
か
ら
新
た
な
聖
障
木
組
み
工
事
に

取
り
か
か
り
、
す
で
に
仮
の
パ
ネ
ル
イ
コ
ン
と

新
た
に
製
作
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
聖
像
が
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
聖
像
は
岡
山
の
白
石
孝
子
先

生
の
作
、
し
っ
と
り
と
心
の
安
ま
る
救
世
主
ハ

リ
ス
ト
ス
と
聖
母
子
像
の
大
聖
像
が
天
門
の
両

翼
に
あ
り
ま
す
。
い
ま
白
石
先
生
が
各
聖
像
を

製
作
す
る
と
共
に
、
聖
障
・
聖
像
献
金
を
募
集

中
。
川
辺
川
の
清
流
で
洗
礼
を
受
け
ら
れ
る
、

空
気
の
綺
麗
で
食
べ
物
の
美
味
な
温
泉
地
人
吉

に
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
い
っ
し
ょ
に
祈
り
ま
せ
ん

か
。 

 （
司
祭
パ
ウ
ェ
ル
及
川
記
）

神
戸
教
会　

　
　
　

隣
地
の
土
地
・
家
屋
を
購
入

　

神
戸
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
は
、
こ
の
度
、
聖
堂
西
側
の
隣

に
位
置
す
る
土
地
約
二
八
坪
及
び
平
成
八
年
二
月
建
設
の
家

屋
一
棟
（
木
造
三
階
建
て
、
約
三
六
坪
）
を
取
得
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
に
二
月
二
〇
日
に
臨
時
信
徒
総
会
を
開
催

し
、
全
員
一
致
で
購
入
す
る
こ
と
に
可
決
、
聖
堂
建
設
積
立

金
を
取
り
崩
す
こ
と
も
議
決
さ
れ
、
三
月
に
は
全
支
払
い
が

完
了
し
ま
し
た
。

　

売
り
出
し
物
件
で
契
約
は
早
い
者
勝
ち
で
し
た
。
申
し
込

み
が
も
う
一
歩
遅
か
っ
た
ら
他
者
の
手
に
わ
た
る
と
こ
ろ
で

し
た
。
神
様
の
摂
理
に
感
謝
で
す
。

　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
わ
れ
る
方
法
で
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ

た
家
屋
は
新
品
同
様
に
き
れ
い
で
す
。
さ
ら
に
、
隣
地
を
得

た
と
い
う
こ
と
は
土
地
が
広
が
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、将
来
、

新
聖
堂
建
設
へ
の
夢
も
ふ
く
ら
み
ま
す
。

（
司
祭
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
記
）

西日本主教教区ニュース

去
る
七
月
七
日
に
東
京
正
教
神
学
院
を
卒
業

し
、
こ
の
度
、
神
戸
教
会
付
伝
教
者
と
し
て
派
遣

さ
れ
ま
し
た
副
輔
祭
・
ル
カ
田
畑
隆
平
と
申
し
ま

す
。
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
神
父
様
の
ご
指
導
の
下
、
神

戸
教
会
を
中
心
に
教
区
内
の
教
会
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
、
四
年
前
に
正
教
徒
に
な
り
、
そ
の
翌
年

に
は
神
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
（
現
在
三
三
歳
で

す
）。
神
学
校
を
卒
業
し
た
と
は
言
え
、
正
教
徒

と
し
て
過
ご
し
た
期
間
も
短
く
、
ま
た
、
人
生
経

験
も
乏
し
く
、
本
来
な
ら
ば
信
者
の
皆
様
に
何
か

を
お
教
え
出
来
る
よ
う
な
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
私
に
い
ま
出
来
る
こ
と
は
、
信
仰
の

喜
び
を
皆
様
と
分
か
ち
合
い
、
共
に
生
き
て
い
く

こ
と
で
す
。
神
学
校
で
、「
教
会
は
赦
し
の
社
会

で
あ
る
」
と
教
わ
り
ま
し
た
。
神
様
の
愛
の
眼
差

し
の
下
、
赦
し
の
社
会
の
実
現
の
為
に
働
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

神
戸
教
会　

田
畑
伝
教
者
着
任

　
　
　

ご 

挨 

拶
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二
月
一
一
日
、
例
年
大
阪
教
会
を
会
場
と
し

て
い
る
「
冬
季
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
昨
年
新
聖
堂

「
神
現
聖
堂
」
を
成
聖
し
た
名
古
屋
教
会
で
「
正

教
会
の
聖
堂
」を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
地
元
名
古
屋
、半
田
を
は
じ
め
豊
橋
、

大
阪
、
東
京
、
人
吉
な
ど
か
ら
五
二
名
、
う
ち

一
般
へ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
参
加
さ
れ
た
方

も
一
〇
名
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

　

十
一
時
か
ら
の
午
前
の
部
は
、
豊
橋
教
会
の

イ
サ
イ
ヤ
酒
井
以
明
神
父
に
よ
る
「
聖
堂
の
歴

史
と
そ
の
建
築
の
可
能
性
」
と
題
し
た
講
話
。

初
代
教
会
か
ら
現
代
ま
で
の
聖
堂
建
築
の
歴
史

を
概
観
す
る
中
で
、
正
教
会
聖
堂
の
基
本
的
な

あ
り
方
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
１

　

昼
食
を
挟
ん
で
午
後
の
部
は
、
名
古
屋
教
会

「
神
現
聖
堂
」
の
設
計
に
も
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
参
加
し
た
、
ロ
シ
ア
建
築
史
研
究
家
で

小
田
原
教
会
の
信
徒
で
も
あ
る
ミ
ハ
イ
ル
池
田

雅
史
兄
に
よ
る
「
東
京
復
活
大
聖
堂
と
十
九
世

紀
ロ
シ
ア
の
建
築
」
と
題
し
た
講
演
。
ロ
シ
ア

聖
堂
建
築
の
ス
タ
イ
ル
の
変
遷
ま
た
、
東
京
復

活
大
聖
堂
（
ニ
コ
ラ
イ
堂
）
の
設
計
者
ミ
ハ
イ

ル
・
シ
シ
ュ
ル
ー
ポ
フ
を
は
じ
め
、
近
代
ロ
シ

ア
建
築
史
の
中
で
特
筆
す
べ
き
建
築
家
た
ち
の

生
涯
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
つ
つ
、
ニ
コ
ラ

イ
堂
の
建
築
様
式
が
ロ
シ
ア
正
教
聖
堂
建
築

史
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
、

お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
写
真
２

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
「
ニ
コ
ラ
イ
堂

の
ど
こ
が
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
様
式
と
い
え
る
の

か
」
な
ど
、
活
発
な
質
問
が
出
さ
れ
、
二
時

間
以
上
に
わ
た
る
講
演
で
し
た
が
、
参
加
者

が
強
い
興
味
を
持
っ
て
聴
講
し
た
こ
と
が
伺

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
冬
季
セ
ミ
ナ
ー
に
合
わ
せ
、
二

月
六
日
か
ら
十
二
日
に
か
け
て
信
徒
会
館
で

名
古
屋
教
会
主
催
・
写
真
展
「
ロ
シ
ア
の
聖

堂
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
写
真
３
と
４

　

こ
れ
ら
の
写
真
は
中
部
大
学
講
師
の
物
理

学
者
イ
ワ
ノ
フ
・
ユ
ー
リ
ー
兄
（
写
真
奥
の

男
性
）
が
長
年
に
わ
た
っ
て
撮
影
を
続
け
て

き
た
ロ
シ
ア
正
教
の
聖
堂
写
真
を
年
代
を

追
っ
て
二
十
四
枚
集
め
た
も
の
で
す
。
ユ
ー

リ
ー
兄
の
全
面
的
な
ご
協
力
が
あ
っ
て
実
現

い
た
し
ま
し
た
。（

司
祭
ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
記
）

西
日
本
主
教
教
区
冬
季
セ
ミ
ナ
ー
　「
正
教
会
の
聖
堂
」

1 3

42
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去
る
一
月
一
〇
日
（
月
・
祝
）
に
、定
例
「
学

び
の
会
」
が
京
都
教
会
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
一
五
名
。
徳
島
ハ
リ
ス
ト
ス
正

教
会
の
長
司
祭
グ
リ
ゴ
リ
イ
小
川
公
神
父
様
が

「
人
の
生
き
方
」
と
題
し
て
ご
教
話
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

小
川
神
父
様
は
、「
人
が
生
き
る
た
め
に
は
、

神
の
力
、
神
の
愛
が
必
要
で
あ
る
。
す
ぐ
に
過

ち
を
犯
す
私
た
ち
で
も
、
神
を
信
じ
る
こ
と
に

よ
っ
て
人
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。」
と
お
教
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。　

ま
た

大
斎
準
備
週
間
の
主
日
の
福
音
を
テ
キ
ス
ト
と

し
て
配
布
さ
れ
、「
斎
の
心
の
大
切
さ
」
も
説

か
れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
明
治
三
〇
年
に
発
行
さ
れ
た
「
信

仰
と
基
督
教
徒
（
ハ
リ
ス
テ
ィ
ア
ニ
ン
）
の
生

涯
」と
い
う
小
冊
子
を
コ
ピ
ー
し
て
配
布
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
い
つ
く
か
抜
粋
し
て
信
仰
の
大
切
さ

を
お
話
し
な
さ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
聖
事
経
」
か
ら
、
子
供
が
生
ま

れ
た
後
に
行
わ
れ
る
祈
祷
を
紹
介
さ
れ
、「
生

命
の
尊
さ
」
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
父
様
は
、
ご
教
話
の
後
、
参
加
者
一
人
一

人
に
、
い
ろ
い
ろ
な
感
想
、
質
問
な
ど
を
お
尋

ね
に
な
り
、
活
発
な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま

し
た
。　
　
（
司
祭
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本
龍
馬
の
い
と
こ

　

三
月
二
一
日
春
分
の
日
、
神
戸
教
会
で
、
第
五
五
回
教
区

定
例
学
び
の
会
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
講
師
は
人
吉

教
会
を
拠
点
に
九
州
の
教
会
を
管
轄
さ
れ
て
い
る
パ
ウ
ェ
ル

及
川
信
神
父
で
す
。
テ
ー
マ
は
「
神
父
に
な
っ
た
サ
ム
ラ
イ

―
―
坂
本
龍
馬
の
い
と
こ
―
―
」
と
題
し
て
、
日
本
正
教
会

の
最
初
の
受
洗
者
の
一
人
、
か
つ
最
初
の
邦
人
司
祭
で
あ
る

パ
ウ
ェ
ル
澤
邊
琢
磨
師
の
生
涯
。
参
加
者
は
近
隣
教
会
を
中

心
に
十
八
名
で
し
た
。

西日本主教教区ニュース

　

パ
ウ
ェ
ル
神
父
は
、
江
戸
出
奔
の
不
名
誉
な
理
由
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
師
を
、
東
北
地
方
の
流
浪
を

経
て
函
館
で
の
聖
ニ
コ
ラ
イ
と
の
出
会
い
に
導
い
た
「
時

計
事
件
」
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
、
そ
の
生
涯
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お

話
し
は
し
か
し
、
た
だ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ち
り
ば
め
る
の
で

は
な
く
、「
求
め
る
人
」
澤
邊
琢
磨
師
が
求
め
て
故
郷
を

出
て
ゆ
き
、
ハ
リ
ス
ト
ス
の
福
音
宣
教
の
た
め
の
地
を
求

め
て
同
じ
よ
う
に
故
国
を
遠
く
離
れ
て
来
日
し
た
「
求
め

る
人
」
聖
ニ
コ
ラ
イ
と
出
会
っ
た
、「
求
め
る
人
」
ど
う

し
の
出
会
の
物
語
を
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
強

い
印
象
を
与
え
る
も
の
で
し
た
。

　

講
話
後
は
、
学
び
の
会
の
あ
と
予
定
さ
れ
て
い
た
主
教

区
司
祭
会
議
に
出
席
の
イ
オ
ア
ン
小
野
神
父
か
ら
、
大
震

災
の
正
教
関
係
の
被
害
状
況
の
説
明
が
あ
り
、
罹
災
者
の

み
な
さ
ん
に
一
日
も
早
く
復
興
の
日
が
お
と
づ
れ
ま
す
よ

う
祈
り
つ
つ
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
祭
ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
記
）

　
京
都
　「
人
の
生
き
方
」

　
神
戸
「
神
父
に
な
っ
た
サ
ム
ラ
イ
」
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正
教
徒
な
ら
ど
う
対
処
す
る
か

　

五
月
二
八
日
（
土
）
に
、
教
区
「
学
び
の
会
」

が
大
阪
教
会
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
名
古
屋
教
会

教区定例 学びの会

安部正英 5,000 匿名 1,000 松島雄一 10,000 
手塚敏雄 2,000 Apolinaria　polina 1,000 藤田敏夫 2,000 
山岡照明 10,000 大山奈津子 1,000 川井清隆 1,000 
萱野重義 3,000 半田幸子 2,000 松本　望 10,000 
小野ミヨ 10,000 大岩時夫 2,000 今堀英子 1,000 
飯田基子 3,000 南雲幸美 1,000 神田憲治 1,000 
深井智恵子 5,000 伊藤慶郎 1,000 守谷恭亮 10,000 
松島良平 5,000 藤田敏夫 1,000 小杉昌種 10,000 
プルジャンスカヤ・オクサーナ 10,000 野畑勇夫 3,000 木岡牧江 5,000 
匿名 10,000 高橋幸江 1,000 萱野重義 3,000 
神田比呂志 10,000 石垣安弘 1,000 飯田基子 3,000 
橋本京子 5,000 伊藤英一 5,000 藤岡直美 2,000 
川口よしの 5,000 山本信 3,000 北川俊太郎 1,000 
及川  信 5,000 鈴木尚子 5,000 浅井敏江 1,000 
木岡牧江 3,000 坂本エレーニ 5,000 平尾　薫 1,000 
藤岡直美 2,000 藤中洋一 5,000 宮路寿子 1,000 
松本望 10,000 日比　正 30,000 水口優明 10,000 

宣教献金芳名録　２０１０年１２月～２０１１年５月　　（６月以降の献金芳名録は次号に掲載します）

（単位：円　敬称略　受付順）

福
岡
「
信
心
と
信
念
と
信
仰
」

大
阪
「
落
ち
込
ん
だ
と
き
」

　

私
た
ち
は
何
を
ど
の
よ
う
に
信
じ
る
の
か
。

　

四
月
二
九
日
、
九
州
北
部
・
福
岡
聖
ニ
コ
ラ
イ

伝
道
所
に
お
い
て
、
復
活
大
祭
聖
体
礼
儀
後
、
約

二
時
間
に
わ
た
っ
て
教
区
学
び
の
会
を
開
催
。
ダ

ヴ
ィ
ド
水
口
神
父
様
（
大
阪
）
を
お
迎
え
し
て
、

講
話
「
信
心
と
信
念
と
信
仰
～
私
た
ち
は
何
を
ど

の
よ
う
に
信
じ
る
の
か
」
を
お
聴
き
し
、
信
心
と

信
念
、
信
仰
の
違
い
に
つ
い
て
熱
心
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
一
八
人
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
祭
パ
ウ
ェ
ル
及
川
記
）

の
ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
神
父
様
よ
り
「
落
ち
込
ん

だ
と
き
～
正
教
徒
な
ら
ど
う
対
処
す
る
か
」
と

題
し
て
教
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
一
九

名
。

　

松
島
神
父
様
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ギ
リ
シ
ャ
正

教
会
の
ア
ン
ト
ニ
イ
・
コ
ニ
ア
リ
ス
神
父
の

「Finding God in tim
e of Sorrow

 and D
espair

」

と
い
う
本
か
ら
叡
智
と
慰
め
に
満
ち
た
言
葉
を

抄
訳
さ
れ
た
資
料
を
お
作
り
に
な
り
、
落
ち
込

み
は
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
、
落
ち
込
ん
だ
と
き

無
理
し
て
が
ん
ば
ろ
う
と
し
な
い
こ
と
、
必
ず

ハ
リ
ス
ト
ス
が
助
け
て
く
れ
る
と
い
う
希
望
を

も
つ
こ
と
、
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
、
時
に
は

優
し
く
、
時
に
は
熱
っ
ぽ
く
、
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
は
皆
、「
自
分
の
こ
と
を

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
思
い
な
が
ら
、
大

き
な
慰
め
と
希
望
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　
　
　
　
　
（
司
祭
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
記
）
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秋季セミナー　聖ニコライ渡来 150 周年記念

「亜使徒たちの伝道」
　　10 月 10 日（月・祝）10:45 ～ 15:00

　　大阪正教会 信徒会館

　◆二人の聖インノケンティ―聖ニコライが敬愛した聖人たち　

　　　　　　　京都ハリストス正教会 ( 九州管轄 )　司祭 パウェル及川信

　◆宣教師ニコライの西国巡回　

　　　　　　　横浜国立大学名誉教授　長縄光男	

	  参加費　1000 円（昼食代含）

　　　　申し込みは、9 月末日までに管轄司祭まで

    恒例の冬季セミナーを教団行事（聖ニコライ永眠 100 年祭）との

    重複を避けるために、今年は「秋季セミナー」としました。

教区定例学びの会
　・11 月 3 日（木・祝）　神戸教会、イサイヤ酒井以明神父講話

　・12 月（日程未定）　　東海地区教会、ダヴィド水口優明神父講話

　・来年 4 月 30 日（月・祝）　福岡会堂、ゲオルギイ松島雄一神父講話

亜使徒聖ニコライ永眠百年祭（東京大主教教区企画・教団行事）

　　2 月 18 日（土）　谷中墓地にて聖ニコライ墓前にて感謝祈祷

　　　　　　　　　　 東京復活大聖堂にて亜使徒聖ニコライ祭徹夜祷

　　２月 19 日（日）　東京復活大聖堂にて亜使徒聖ニコライ祭聖体礼儀

       　　　　                午餐会（都内ホテルを会場に）

　　　ロシア正教会モスクワ総主教キリール聖下ご一行を招いて祝います。

　　　  来賓安全対策のため行事参加はすべて予約制となり、11 月頃教団から正式に参加要項が出される予定

表
紙
の
話

◇
今
年
、
二
〇
一
一
年
は
、
亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ

が
日
本
に
渡
来
し
て
一
五
〇
年
目
を
迎
え
た
記
念

の
年
で
あ
る
。
◇
聖
ニ
コ
ラ
イ
と
出
会
っ
た
人
々

は
、
至
聖
三
者
の
真
の
神
を
信
じ
る
信
仰
に
目
覚

め
る
こ
と
が
で
き
た
。「
聖
な
る
神

○

（
し
ん
）
に

選
ば
れ
た
る
笛
」
の
音
色
を
聞
い
た
人
々
は
、「
正

教
」
と
い
う
名
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
感
動
し
た
の
で

あ
る
。
◇
私
た
ち
が
、
今
、
こ
こ
に
い
る
の
も
、

聖
ニ
コ
ラ
イ
が
一
五
〇
年
前
に
函
館
の
地
に
足
を

一
歩
踏
み
入
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、

聖
ニ
コ
ラ
イ
を
と
お
し
て
正
教
を
知
り
、
そ
れ
を

次
世
代
に
伝
え
た
人
々
の
「
お
か
げ
」
で
あ
る
。

◇
今
号
の
表
紙
は
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
を
、
主
に
西
日

本
に
縁
の
あ
る
人
々
で
取
り
込
ん
だ
コ
ラ
ー
ジ
ュ

風
の
写
真
で
あ
る
。
◇
１
．
聖
ア
ン
ド
ロ
ニ
ク
主

教
と
セ
ル
ギ
イ
鈴
木
九
八
神
父
ら
、
２
．
京
都
生

神
女
福
音
聖
堂
成
聖
式
、
３
．
京
都
女
学
校
校
長

高
橋
五
子
、
４
．
パ
ウ
ェ
ル
中
井
木
菟
麿
師
と
女

性
教
師
ら
（
明
治
34
年
）、５
．
京
都
女
学
校
、６
．

大
阪
公
会
（
明
治
39
年
）、
７
．
セ
ル
ゲ
イ
・
テ

ィ
ホ
ミ
ロ
フ
主
教
、
ピ
ー
メ
ン
薄
井
伝
教
者
、
ア

ン
ド
レ
イ
柴
山
神
父
（
明
治
43
年
）、
８
．
マ
ト

フ
ェ
イ
影
田
神
父
ら
（
豊
橋
教
会
旧
聖
堂
）。

◇
こ
れ
ら
の
写
真
を
見
て
思
っ
た
。
自
分
に
手
渡

さ
れ
た
信
仰
の
バ
ト
ン
を
次
世
代
に
渡
し
て
い
く

努
力
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
、
と
。

行事のご案内


